
航 空 自 衛 隊 達 第 ３ ３ 号

防 衛 省 の 部 局 等 に お い て 使 用 す る 公 印 に 関 す る 訓

令 （ 昭 和 ３ ９ 年 防 衛 庁 訓 令 第 ３ ６ 号 ） 第 １ ２ 条 及 び

防 衛 省 に お け る 会 計 機 関 の 使 用 す る 公 印 等 に 関 す る

訓 令 （ 平 成 １ ９ 年 防 衛 省 訓 令 第 ７ ０ 号 ） 第 １ １ 条 の

規 定 に 基 づ き 、 航 空 自 衛 隊 公 印 規 則 を 次 の よ う に 定

め る 。

平 成 １ ９ 年 ８ 月 ３ ０ 日

航 空 幕 僚 長 空 将 田 母 神 俊 雄

航 空 自 衛 隊 公 印 規 則 （ 登 録 外 報 告 ）

改 正 平 成 ２ ４ 年 ３ 月 ２ ３ 日 航 空 自 衛 隊 達 第 １ ８ 号

平 成 ２ ５ 年 ７ 月 ３ １ 日 航 空 自 衛 隊 達 第 ５ ０ 号

平 成 ２ ６ 年 ７ 月 ３ １ 日 航 空 自 衛 隊 達 第 ５ ７ 号

平 成 ２ ７ 年 １ ０ 月 １ 日 航 空 自 衛 隊 達 第 ５ ０ 号

平 成 ２ ８ 年 １ 月 ２ ９ 日 航 空 自 衛 隊 達 第 ７ 号

平 成 ２ ９ 年 ３ 月 ３ １ 日 航 空 自 衛 隊 達 第 １ ８ 号

平 成 ２ ９ 年 ６ 月 ２ ３ 日 航 空 自 衛 隊 達 第 ２ ７ 号

令 和 元 年 ６ 月 ２ ７ 日 航 空 自 衛 隊 達 第 １ ４ 号

令 和 ３ 年 ３ 月 １ ８ 日 航 空 自 衛 隊 達 第 １ ９ 号

（ 趣 旨 ）

第 １ 条 こ の 達 は 、 航 空 自 衛 隊 の 部 隊 及 び 機 関 並 び

に 航 空 幕 僚 監 部 並 び に こ れ ら に お か れ る 会 計 機 関

に お い て 使 用 す る 公 印 の 形 式 、 寸 法 、 届 出 手 続 、



保 管 等 に つ い て 、 防 衛 省 本 省 の 部 局 等 に お い て 使

用 す る 公 印 に 関 す る 訓 令 （ 以 下 「 公 印 訓 令 」 と い

う 。 ） 及 び 防 衛 省 に お け る 会 計 機 関 の 使 用 す る 公

印 等 に 関 す る 訓 令 （ 以 下 「 会 計 機 関 公 印 訓 令 」 と

い う 。 ） に 定 め ら れ る も の の ほ か 、 必 要 な 事 項 を

定 め る も の と す る 。

（ 定 義 ）

第 ２ 条 こ の 達 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の

意 義 は 、 公 印 訓 令 及 び 会 計 機 関 公 印 訓 令 に 定 め ら

れ て い る も の の ほ か 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に

よ る 。

( 1 ) 部 隊 等 編 合 部 隊 、 編 制 部 隊 、 編 制 単 位 群 部

隊 、 編 制 単 位 部 隊 、 自 衛 隊 法 （ 昭 和 ２ ９ 年 法 律

第 １ ６ ５ 号 ） 第 ２ ２ 条 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 の 規 定

に 基 づ き 特 別 に 編 成 さ れ た 部 隊 、 機 関 及 び 地 方

機 関 並 び に 航 空 幕 僚 監 部 を い う 。

( 2 ) 基 地 司 令 等 基 地 司 令 及 び 分 屯 基 地 司 令 を い

う 。

( 3 ) 職 印 部 隊 等 の 長 、 基 地 司 令 等 又 は 法 令 に よ

り 職 務 権 限 が 定 め ら れ た も の の 職 名 を 刻 印 し た



も の を い う 。

( 4 ) 会 計 機 関 印 会 計 機 関 公 印 訓 令 に 定 め る 公 印

を い う 。

( 5 ) 公 印 省 印 、 職 印 及 び 会 計 機 関 印 を 総 称 し て

い う 。

( 6 ) 作 成 公 印 を 新 た に 作 る こ と を い う 。

( 7 ) 改 刻 公 印 の 摩 滅 、 損 傷 、 亡 失 等 に よ り 、 旧

印 を 廃 止 し 、 旧 印 と 形 式 、 寸 法 等 の 同 様 な 公 印

を 作 る こ と を い う 。

（ 公 印 に 彫 刻 す る 文 字 及 び 公 印 の 寸 法 ）

第 ３ 条 公 印 に 彫 刻 す る 文 字 及 び 公 印 の 寸 法 は 、 別

表 第 １ 、 別 表 第 ２ 及 び 別 表 第 ３ の 当 該 区 分 に よ る も

の と す る 。

（ 公 印 の 形 式 等 ）

第 ４ 条 公 印 訓 令 第 ３ 条 、 会 計 機 関 公 印 訓 令 第 ９ 条

第 １ 項 及 び 第 １ ０ 条 第 １ 項 に い う 明 り ょ う な 字 体

と は 、 か い 書 又 は て ん 書 と す る 。

２ 公 印 訓 令 第 ５ 条 に い う 硬 質 の 印 材 と は 、 通 常 角

材 又 は 木 材 と す る 。

（ 作 成 ）



第 ５ 条 公 印 は 、 別 表 第 １ 、 別 表 第 ２ 又 は 別 表 第 ３

に 掲 げ ら れ た も の で な け れ ば 作 成 し て は な ら な

い 。

２ 部 隊 等 （ 独 立 し て 所 在 し な い 編 制 単 位 部 隊 及 び

編 制 単 位 群 部 隊 を 除 く 。 次 条 に お い て 同 じ 。 ） の

長 は 、 当 該 部 隊 等 に お い て 前 項 に 規 定 す る 公 印 以

外 の 公 印 を 必 要 と す る と き は 、 あ ら か じ め 航 空 幕

僚 長 の 承 認 を 得 て 作 成 す る も の と す る 。

３ 隊 員 は 、 公 印 に 類 似 す る 印 章 を 作 成 し 、 使 用 し

て は な ら な い 。

（ 作 成 、 改 刻 又 は 廃 止 の 届 出 ）

第 ６ 条 部 隊 等 の 長 又 は 基 地 司 令 等 は 、 公 印 を 作 成

し 、 改 刻 し 、 又 は 廃 止 し た と き は 、 別 紙 様 式 第 １

又 は 別 紙 様 式 第 ２ に よ り 、 速 や か に 航 空 幕 僚 長

（ 総 務 課 長 気 付 ） に 届 け 出 な け れ ば な ら な い （ 登

録 外 報 告 ） 。

（ 登 録 等 ）

第 ７ 条 航 空 幕 僚 監 部 総 務 部 総 務 課 長 は 、 別 紙 様 式

第 ３ の 公 印 登 録 簿 を 備 え 、 前 条 の 規 定 に よ り 届 出

の あ っ た と き は 、 こ れ に 当 該 公 印 の 印 影 を 登 録



し 、 又 は 抹 消 し な け れ ば な ら な い 。

附 則

１ こ の 達 は 、 平 成 １ ９ 年 ９ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

２ 航 空 自 衛 隊 公 印 規 則 （ 昭 和 ３ ９ 年 航 空 自 衛 隊 達

第 ４ ４ 号 ） は 、 廃 止 す る 。

３ 航 空 自 衛 隊 物 品 管 理 補 給 規 則 （ 昭 和 ４ ３ 年 航 空

自 衛 隊 達 第 ３ ５ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。

第 １ ０ ６ 条 第 １ 項 中 「 （ 昭 和 ３ ９ 年 航 空 自 衛 隊

達 第 ４ ４ 号 ） 」 を 「 （ 平 成 １ ９ 年 航 空 自 衛 隊 達 第

３ ３ 号 ） 」 に 改 め る 。

附 則 （ 平 成 ２ ４ 年 ３ 月 ２ ３ 日 航 空 自 衛 隊 達

第 １ ８ 号 ）

こ の 達 は 、 平 成 ２ ４ 年 ３ 月 ２ ６ 日 か ら 施 行 す る 。

附 則 （ 平 成 ２ ５ 年 ７ 月 ３ １ 日 航 空 自 衛 隊 達

第 ５ ０ 号 ）

こ の 達 は 、 平 成 ２ ５ 年 ８ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

附 則 （ 平 成 ２ ６ 年 ７ 月 ３ １ 日 航 空 自 衛 隊 達

第 ５ ７ 号 ）

こ の 達 は 、 平 成 ２ ６ 年 ８ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。



附 則 （ 平 成 ２ ７ 年 １ ０ 月 １ 日 航 空 自 衛 隊 達

第 ５ ０ 号 ）

こ の 達 は 、 平 成 ２ ７ 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

附 則 （ 平 成 ２ ８ 年 １ 月 ２ ９ 日 航 空 自 衛 隊 達

第 ７ 号 ）

こ の 達 は 、 平 成 ２ ８ 年 １ 月 ３ １ 日 か ら 施 行 す る 。

附 則 （ 平 成 ２ ９ 年 ３ 月 ３ １ 日 航 空 自 衛 隊 達

第 １ ８ 号 ）

こ の 達 は 、 平 成 ２ ９ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

附 則 （ 平 成 ２ ９ 年 ６ 月 ２ ３ 日 航 空 自 衛 隊 達

第 ２ ７ 号 ）

こ の 達 は 、 平 成 ２ ９ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

附 則 （ 令 和 元 年 ６ 月 ２ ７ 日 航 空 自 衛 隊 達 第

１ ４ 号 ）

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 達 は 、 令 和 元 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 達 の 施 行 の 際 、 こ の 達 に よ る 改 正 前 の 達 に

定 め る 様 式 で 、 現 に 残 存 す る も の は 、 所 要 の 修 正

を 加 え 、 な お 使 用 す る こ と が で き る 。



附 則 （ 令 和 ３ 年 ３ 月 １ ８ 日 航 空 自 衛 隊 達 第

１ ９ 号 ） （ 抄 ）

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 達 は 、 令 和 ３ 年 ３ 月 １ ８ 日 か ら 施 行 す る 。



別表第１（第３条、第５条関係）（省印）

区 分 寸法 彫刻する文字例
ミリメー

トル平方

編合部隊の印 30 航空自衛隊 航空総隊

編制部隊の印 30 航空自衛隊 第１航空団

独立して所在する編 航空自衛隊 航空救難団
28

制単位群部隊の印 整備群

独立して所在する編 航空自衛隊 航空保安管
28

制単位部隊の印 制群 浜松管制隊

機関の印 30 航空自衛隊 幹部学校

航空自衛隊 第４補給処
地方機関の印 28

高蔵寺支処

注：１ 省印は、必要に応じて作成するものとする。

２ 彫刻する文字には、末尾に「印」又は「之印」を加えることが

できる。



別表第２（第３条、第５条関係）（職印）

区 分 寸法 彫刻する文字例
ミリメー

トル平方

航空自衛隊 北部航空方
編合部隊長の印 30

面隊 司令官

航空自衛隊 第２航空団
編制部隊長の印 30

司令

※編制単位群部隊長の 航空自衛隊 第３航空団
23

印 整備補給群司令

航空自衛隊 第４航空団
※編制単位部隊長の印 23

管理隊長

※自衛隊法第２２条第

１項又は第２項の規 航空自衛隊 イラク復興
23

定に基づき特別に編 支援派遣輸送航空隊司令

成された部隊長の印

航空自衛隊 幹部候補生
機関の長の印 30

学校長

航空自衛隊 第４補給処
地方機関の長の印 23

高蔵寺支処長

航空自衛隊 千歳基地司
基地司令の印 30

令

航空自衛隊 稚内分屯基
分屯基地司令の印 23

地司令

航空幕僚監部の部長 防衛省 航空幕僚監部
23

の印 総務部長

航空幕僚監部科学技 防衛省 航空幕僚監部
23

術官の印 科学技術官

航空幕僚監部監理監 防衛省 航空幕僚監部
23

察官の印 監理監察官



航空幕僚監部首席法 防衛省 航空幕僚監部
23

務官の印 首席法務官

航空幕僚監部首席衛 防衛省 航空幕僚監部
23

生官の印 首席衛生官

※航空幕僚監部の課長 防衛省 航空幕僚監部
23

の印 総務部 総務課長

航空総隊司令部幕僚 航空自衛隊 航空総隊司
23

長の印 令部 幕僚長

航空総隊司令部の参

事官、部長、情報課 航空自衛隊 航空総隊司
23

長、監理監察官、法 令部 総務部長

務官及び医務官の印

航空方面隊司令部幕 航空自衛隊 中部航空方
23

僚長の印 面隊司令部 幕僚長

航空方面隊司令部の

部長、監理監察官、 航空自衛隊 西部航空方
23

法務官及び医務官の 面隊司令部 装備部長

印

航空支援集団司令部 航空自衛隊 航空支援集
23

幕僚長の印 団司令部 幕僚長

航空支援集団司令部

航空自衛隊 航空支援集
の参事官、部長、情

団司令部 防衛部長
報課長、監理監察官 23

、法務官及び医務官

の印

航空教育集団司令部 航空自衛隊 航空教育集
23

幕僚長の印 団司令部 幕僚長

航空自衛隊 航空教育集
航空教育集団司令部

団司令部 総務部長
の部長、監理監察官 23

及び医務官の印



航空開発実験集団司 航空自衛隊 航空開発実
23

令部幕僚長の印 験集団司令部 幕僚長

航空開発実験集団司 航空自衛隊 航空開発実

令部の部長、監理監 23 験集団司令部 研究開発

察官及び医務官の印 部長

航空開発実験集団司 航空自衛隊 航空開発実
23

令部装備課長の印 験集団司令部 装備課長

航空自衛隊 補給本部
補給本部の部長、監

計画部長
理監察官、法務官及 23

び医務官の印

補給本部技術課長の 航空自衛隊 補給本部
23

印 技術課長

航空自衛隊 第１術科学
※機関の総務課長の印 23

校 総務課長

航空自衛隊 第２高射群
輸送役務発注担当官

第８高射隊業務小隊長
に指定された官職の 23

印

注：１ ※印のものは、必要に応じて作成するものとする。

２ 輸送役務発注担当官に指定された官職とは、航空自衛隊輸送規

則（昭和５２年航空自衛隊達第１６号）別表第３に規定する指定

官職をいう。

３ 彫刻する文字には、末尾に「印」又は「之印」を加えることが

できる。



別表第３（第３条、第５条関係）（会計機関印）

区 分 寸法 彫刻する文字例
ミリメー

トル平方

航空自衛隊 北部航空方
歳入徴収官の印 23

面隊司令部 歳入徴収官

支出負担行為担当官 防衛省 航空幕僚監部
23

の印 支出負担行為担当官

分任支出負担行為担 航空自衛隊 第２補給処
23

当官の印 分任支出負担行為担当

官

防衛省 航空幕僚監部
官署支出官の印 23

官署支出官

航空自衛隊 第２航空団
契約担当官の印 23

契約担当官

物品管理官の印 23 航空自衛隊 物品管理官

航空自衛隊 １２３４分
分任物品管理官の印 23

任物品管理官

航空自衛隊 航空中央業
資金前渡官吏の印 23

務隊 資金前渡官吏

分任資金前渡官吏の 航空自衛隊 第９航空団
23

印 分任資金前渡官吏

航空自衛隊 第１１飛行
収入官吏の印 23

教育団 収入官吏

航空自衛隊 幹部候補生
歳入歳出外現金出納

23 学校 歳入歳出外現金出
官吏の印

納官吏

航空自衛隊 幹部学校
政府保管有価証券取

23 政府保管有価証券取扱主
扱主任官の印

任官

注：彫刻する文字には、末尾に「印」又は「之印」を加えることができ

る。



別紙様式第１（第６条関係）

発簡番号

発簡年月日

航空幕僚長 殿

（総務課長気付）

発簡者名

公印の作成（改刻）について（報告）（登録外報告）

○○○の公印を、下記の理由により作成（改刻）したので、別紙

のとおり報告する。

記

添付書類：別紙「印影」



注：１ 別紙は、次の様式の印影登録用紙に鮮明に押印したものを公印

１個につき１枚をのりづけする。

１センチメートル（のりしろ）

４センチメートル（印影）

１センチメートル（年月日）

４センチメートル

用紙は、白色上質紙とし、年月日欄には、使用開始年月日を数

字のみで記入する。

２ 改刻を届け出た場合は、旧印の廃止の届出は要しない。

３ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とし、縦長に使用す

る。



別紙様式第２（第６条関係）

発簡番号

発簡年月日

航空幕僚長 殿

（総務課長気付）

発簡者名

公印の廃止について（報告）（登録外報告）

○○○の公印を、下記の理由により○月○日限り廃止するので、

報告する。

記

注：用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とし、縦長に使用する。



別紙様式第３（第７条関係）

公 印 登 録 簿

４ ４ ４ ４ ４ 4

1.5

注：１ 数字は、センチメートル単位とする。

２ この様式は、上とじ片面刷りとし、別紙様式第１注の印影登録用紙ののりしろを切り落とし、年月日欄

裏をのりしろとして、上部から順にのりづけする。

３ 最下欄は、公印の区別を記載する。


